
市

に

は

役

場

庁

舎

な

ど

行

政

財

産

を

民

間

事

業

者

に

貸

付

る

際

の

規

定

は

無

く

、

貸

付

は

目目目目

的的的的

外外外外

使使使使

用用用用

と

す

る

し

か

無

い

の

が

実

態

で

す

。

そ

の

た

め

、

市

は

「

信

金

」

を

田

老

新

庁

舎

に

目目目目

的的的的

外外外外

使使使使

用用用用

と

し

て

、

入

居

さ

せ

る

方

針

で

す

。

全

協

で

は

、

信

金

の

貸

付

料

に

比

べ

、

公

益

性

の

高

い

「

商

工

会

の

料

金

が

高

い

の

は

納

得

が

い

か

な

い

」

と

の

指

摘

も

出

ま

し

た

。

総

務

委

員

会

は

料

金

以

前

に

庁

舎

の

目目目目

的的的的

外外外外

使使使使

用用用用

は

、

既

存

役

場

の

面

積

に

余

裕

が

あ

る

場

合

で

あ

っ

て

、

新

築

時

に

「

信

金

」

の

入

居

を

前

提

に

店

舗

相

当

面

積

を

市

で

整

備

す

る

こ

と

が

、

妥

当

か

を

問

題

に

し

て

い

ま

す

。

市

は

当

初

、

吉

田

法

規

対

策

部

長

（

現

在

は

辞

職

）

の

見

解

と

し

て

「

適

法

」

と

総

務

委

員

会

に

説

明

し

た

経

緯

が

あ

り

ま

す

。

し

か

し

、

そ

の

後

、

吉

田

部

長

は

同

委

員

会

の

質

疑

で

「

（

適

法

か

）

わ

か

ら

な

い

」

と

見

解

を

修

正

し

て

い

ま

す

。

現

田

老

庁

舎

に

は

震

災

時

の

緊

急

対

応

で

郵

便

局

も

入

居

し

て

い

ま

し

た

が

、

金

融

も

扱

う

郵

便

局

は

自

力

で

再

建

し

て

い

ま

す

。

漁

業

が

主

産

業

で

組

合

員

も

多

い

田

老

地

域

に

は

漁

協

の

Ｊ

Ｆ

で

金

融

も

利

用

で

き

ま

す

。

田

老

地

域

に

「

信

金

」

が

必

要

な

ら

、

そ

れ

に

答

え

る

責

任

は

市

で

は

無

く

、

当

事

者

の

「

信

金

」

で

す

。

「

信

金

」

は

、

す

で

に

佐

原

、

磯

鶏

、

南

町

、

西

町

と

経

営

上

の

判

断

か

ら

旧

市

内

で

は

、

支

店

を

閉

鎖

し

て

い

ま

す

。

同

委

員

会

の

判

断

は

市

の

や

り

方

が

行

政

の

「

公

開

、

公

平

、

公

正

」

の

原

則

に

照

ら

し

、

妥

当

性

が

無

い

と

し

た

こ

と

に

よ

り

ま

す

。

同

時

に

田

老

以

外

の

地

域

や

他

の

事

業

者

に

対

し

て

、

納

得

が

得

ら

れ

な

い

、

と

の

判

断

も

あ

り

ま

す

。

本

庁

舎

に

は

、

指

定

金

融

機

関

の

岩

手

銀

行

の

窓

口

と

「

信

金

」

は

Ａ

Ｔ

Ｍ

の

コ

ー

ナ

ー

が

設

ら

れ

、

移

転

先

で

も

整

備

予

定

で

す

。

今

回

、

市

が

「

信

金

」

の

要

請

を

受

け

て

田

老

支

店

を

整

備

す

る

約

束

だ

っ

た

と

す

れ

ば

問

題

が

生

じ

ま

す

。

25

日

、

市

立

図

書

館

（

宮

町

）

で

開

か

れ

た

「

Ｃ

Ｄ

平

和

コ

ン

サ

ー

ト

」

は

入

場

者

で

ほ

ぼ

満

席

（

80

人

）

で

し

た

。

参

加

者

は

前

川

慧

一

氏

の

語

り

と

音

楽

に

浸

り

な

が

ら

感

動

に

包

ま

れ

ま

し

た

。

コ

ン

サ

ー

ト

は

宮

古

で

は

初

の

企

画

で

、

特

攻

兵

や

出

兵

す

る

夫

の

無

事

を

願

う

家

族

の

手

紙

を

読

み

上

げ

た

朗

読

者

に

も

多

く

の

拍

手

が

寄

せ

ら

れ

ま

し

た

。

「「「「

戦戦戦戦

友友友友

」」」」

はははは

反反反反

戦戦戦戦

歌歌歌歌

？？？？

前

川

氏

は

出

兵

先

の

戦

地

（

満

州

、

今

の

中

国

）

で

兵

士

に

最

も

愛

さ

れ

た

歌

と

し

て

「

戦

友

」

を

紹

介

。

軍

歌

と

し

て

知

ら

れ

て

い

る

が

、

内

容

は

反

戦

の

歌

と

解

説

し

ま

し

た

。

曲

は

明

治

38

年

、

14

番

の

詞

で

作

ら

れ

、

「

軍

律

嚴

し

き

中

な

れ

ど

」

は

軍

法

違

反

と

さ

れ

、

時

の

政

府

は

太

平

洋

戦

争

で

、

歌

う

の

を

禁

止

し

て

い

ま

す

。

当

日

は

ア

イ

ジ

ョ

ー

ジ

が

強

弱

を

つ

け

て

情

感

豊

か

に

歌

っ

た

曲

が

演

奏

さ

れ

ま

し

た

。

平平平平

和和和和

をををを

願願願願

っっっっ

たたたた

美美美美

空空空空

ひひひひ

ばばばば

りりりり

最

後

は

「

１

本

の

鉛

筆

」

で

締

め

く

く

り

ま

し

た

。

曲

は

「

第

１

回

広

島

平

和

音

楽

祭

」

の

時

に

美

空

ひ

ば

り

が

発

表

、

「

１

本

の

鉛

筆

が

あ

れ

ば

私

は

貴

方

へ

の

愛

を

書

く

、

～

戦

争

は

嫌

だ

と

私

は

書

く

」

と

、

ひ

ば

り

の

平

和

へ

の

強

い

願

い

を

共

有

し

ま

し

た

。

参

加

者

か

ら

感

動

と

コ

ン

サ

ー

ト

の

再

演

を

望

む

声

が

寄

せ

ら

れ

ま

し

た

。
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「

そ

だ

ね

」

が

北

海

道

弁

だ

っ

た

こ

と

を

報

道

で

知

っ

た

。

マ

リ

リ

ン

こ

と

本

橋

麻

理

さ

ん

は

出

場

選

手

の

休

息

中

、

氷

の

滑

り

具

合

を

確

認

▼

メ

ダ

ル

獲

得

を

陰

で

支

え

た

。

北

見

市

は

カ

ー

リ

ン

グ

発

祥

の

地

。

常

呂

町

は

「

何

も

な

と

こ

ろ

い

と

こ

ろ

」

と

か

。

シ

ャ

レ

ど

こ

ろ

か

今

や

日

本

で

カ

ー

リ

ン

グ

の

聖

地

に

な

り

つ

つ

あ

る

▼

個

人

競

技

で

も

選

手

の

頑

張

り

が

続

出

。

ス

ピ

ー

ド

ス

ケ

ー

ト

で

選

手

団

の

主

将

を

務

め

た

ス

ケ

ー

ト

の

小

平

奈

緒

選

手

は

「

主

将

は

メ

ダ

ル

が

取

れ

な

い

」

と

の

ジ

ン

ク

ス

を

見

事

に

破

っ

た

▼

敗

れ

て

涙

す

る

韓

国

選

手

を

小

平

選

手

が

慰

め

る

シ

ー

ン

は

、

世

界

か

ら

称

賛

。

ス

ポ

ー

ツ

精

神

の

良

さ

が

実

感

で

き

た

。

ラ

イ

バ

ル

が

居

て

こ

そ

高

ま

る

選

手

の

能

力

▼

百

花

繚

乱

。

小

平

さ

ん

は

ひ

ゃ

っ

か

り

ょ

う

ら

ん

競

技

結

果

の

感

想

を

そ

う

表

現

。

選

手

が

持

つ

、

そ

れ

ぞ

れ

の

違

い

や

個

性

の

発

揮

を

讃

え

た

。

次

の

大

会

で

主

将

は

良

き

ジ

ン

ク

ス

に

変

化

。

火漁

宮

古

市

議

会

は

26

日

の

議

員

全

協

で

総

務

委

員

会

が

田

老

新

庁

舎

に

「

宮

古

信

用

金

庫

」

の

店

舗

面

積

を

設

計

か

ら

除

く

べ

き

、

と

し

た

理

由

と

そ

れ

に

対

す

る

市

の

方

針

に

つ

い

て

、

佐

々

木

勝

委

員

長

の

報

告

を

受

け

ま

し

た

。

【答】海産物評価は海水

から直接海産物に取り込

まれるだけでなく、食物

連鎖なども評価していま

す。その結果、繰り返し

になりますが、海洋放出

による放射線量は年間約

0.0031ミリシーベルトと

評価しています。また当

社では、再処理工場の操

業以前から周辺環境の放

射線の状況を把握するた

め空気、水、土、海水、

海底土、農畜水産物のな

どの試料を採取し、その

中の放射性物質を測定、

分析しています。

海産物では、魚類（ヒ

ラメ等）、海藻類（コン

ブ等）、貝類（ホタテ、

アワビ等）、頭足類（イ

カ）、甲殻類（ヒラツメ

ガニ等）といった様々な

試料を採取・しており、

環境に影響が無いことを

確認しています。

【問】英国の再処理工場

の放出では広範囲にわた

る深刻な海洋汚染が発表

され問題となったが貴社

はこの事をしっていたか

？、知っていたとすれば

その対策は講じているの

か？

【答】1970年代にセラフ

ィールド再処理工場から

放出の放射性液体廃棄物

中のアルファ線物質は、

現在放出量の１００倍以

上でした。 （つづく）

誰
が
整
備
費
を
負
担
す
べ
き
か

目

的

外

使

用

の

連

続

契

約

？

今
ま
で
の
催
し
で
一
番
感
動
、
ハ
ン
カ

チ
で
涙
を
拭
い
た

平
和
コ
ン
サ
ー
ト

工場周辺の線量を調査

海産物に影響無しを確認

閉
店
相
次
ぐ
旧
市
内

信
金
と
の
約
束
内
容
は

信金田老

中央が曲の紹介と語り役の前川慧一氏

移転新築予定の現田老総合事務所


